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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第72期
第２四半期
連結累計期間

第73期
第２四半期
連結累計期間

第72期

会計期間
自  平成22年４月１日
至  平成22年９月30日

自  平成23年４月１日
至  平成23年９月30日

自  平成22年４月１日
至  平成23年３月31日

売上高 (千円) 32,951,719 33,717,642 64,579,280

経常利益 (千円) 3,895,251 3,916,878 7,486,151

四半期(当期)純利益 (千円) 2,304,966 2,478,724 4,467,894

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 2,175,299 2,578,868 4,188,724

純資産額 (千円) 14,835,651 18,884,810 16,847,484

総資産額 (千円) 44,395,060 45,459,425 42,379,837

１株当たり四半期(当期)純利益 (円) 34.34 37.18 66.56

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 31.5 40.2 37.5

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 2,805,981 1,539,174 6,533,843

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △545,567 △652,184 △1,187,957

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △3,056,088 △1,342,274 △5,732,367

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 2,231,095 2,201,375 2,574,988

　

回次
第72期
第２四半期
連結会計期間

第73期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自  平成22年７月１日
至  平成22年９月30日

自  平成23年７月１日
至  平成23年９月30日

１株当たり四半期純利益 (円) 19.00 17.93

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

４．第72期第２四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」(企

業会計基準第25号  平成22年６月30日)を適用し、遡及処理しております。

５．第73期第１四半期連結累計期間より、在外連結子会社等の収益及び費用は、期中平均相場により円貨に換算し

処理しております。当該会計方針の変更は遡及適用され、第72期第２四半期連結累計期間及び第72期連結会計

年度の四半期連結財務諸表及び連結財務諸表について遡及処理しております。
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２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている

事業の内容について、重要な変更はありません。

また、主要な関係会社の異動は、以下のとおりであります。

（米州）

当社グループにおける重要性が増したことにより、「KINUGAWA MEXICO,S.A.DE C.V」を新たに連結の

範囲に含めております。

この結果、平成23年９月30日現在では、連結子会社21社及び持分法適用会社２社となりました。

なお、報告セグメントの区分を変更しております。詳細は、「第４ 経理の状況  １ 四半期連結財務諸

表  注記事項（セグメント情報等）  セグメント情報」の「２．報告セグメントの変更等に関する事

項」をご参照ください。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項

のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に

記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

なお、重要事象等は存在しておりません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したもので

あります。

なお、第１四半期連結会計期間より、在外連結子会社等の収益及び費用は、期中平均相場により円貨に換

算する方法に会計方針の変更を行っており、遡及処理後の数値で当四半期連結累計期間の比較・分析を

行っております。

また、第１四半期連結会計期間より、報告セグメントとして記載する事業セグメントを変更しており、当

四半期連結累計期間の比較・分析は、変更の影響を含めております。

　
(1)  経営成績の分析

当第２四半期連結累計期間のわが国経済は、震災に伴う生産活動の大幅低下があったものの、その後の

復旧・復興努力やサプライチェーンの修復により、徐々に正常化に向けて動きだしています。

当社の主要得意先の自動車生産は、国内は震災の影響により前年同期比で約２割の減少となりました。

海外は震災による日本からの部品供給不足により一時的に生産台数が減少しましたが、その後挽回した

ため、約１割増加しました。グローバルでは前年同期比で微増となりました。

この結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は、３３７億１千７百万円（前年同期比2.3％増）とな

りました。部門別の売上高は、車体シール部品は中国及びタイの生産量の増加により１５５億３千８百万

円（前年同期比0.7％増）、防振部品は生産量の増加により７５億９千６百万円（前年同期比5.8％増）、

ブレーキ部品は生産量の減少により６６億１千９百万円（前年同期比3.5％減）、その他製品及びその他

事業は震災による影響が無く、それぞれ３４億２千１百万円（前年同期比14.7％増）、５億４千１百万円

（前年同期比8.8％増）となりました。

損益につきましては、グループをあげた減産対応、モノ造り改善活動のグローバル展開、徹底した調達

コスト改善活動等を継続した結果、営業利益は３９億２千４百万円（前年同期比1.0％増）、経常利益は

３９億１千６百万円（前年同期比0.6％増）となりました。四半期純利益は、税金費用の計上などにより、

２４億７千８百万円（前年同期比7.5％増）となりました。

なお、セグメント別の状況は次のとおりであります。

[ 日本 ]

売上高は、震災の影響による主要得意先の自動車生産台数の減少により、２５０億９千９百万円（前

年同期比2.1％減）となりました。営業利益は、徹底した減産対応・モノ造り改善活動・調達コスト改

善活動の継続により、２８億７千万円（前年同期比3.6％増）となりました。
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[ 米州 ]

売上高は、主要得意先の自動車生産台数の減少により、１８億１百万円（前年同期比4.1％減）とな

りました。営業利益は、材料市況高騰の影響やメキシコ工場設立費用などをモノ造り改善活動で吸収し

切れず、５百万円（前年同期比95.5％減）となりました。

[ アジア ]

売上高は、中国の自動車生産台数が引き続き増加したことにより、６８億１千５百万円（前年同期比

25.5％増）となりました。営業利益は、材料市況の高騰によるマイナス要因はあったものの、操業度の

上昇や材料の現地化・モノ造り改善活動の効果により、１０億４千７百万円（前年同期比4.9％増）と

なりました。

　
(2)  財政状態の分析

（資産）

流動資産は、前連結会計年度末に比べて受取手形及び売掛金が３７億７千６百万円増加したことな

どにより、３６億９千２百万円増加の２２８億１千８百万円となりました。

固定資産は、前連結会計年度末に比べて有形固定資産が５億１千３百万円減少したことなどにより、

６億１千２百万円減少の２２６億４千万円となりました。

この結果、総資産は、前連結会計年度末に比べて３０億７千９百万円増加の４５４億５千９百万円と

なりました。

（負債）

流動負債は、前連結会計年度末に比べて支払手形及び買掛金が１３億５千６百万円、短期借入金及び

１年内返済予定の長期借入金が３億３千１百万円増加したことなどにより、２０億９千９百万円増加

の１８８億８千２百万円となりました。

固定負債は、前連結会計年度末に比べて長期借入金が９億９千５百万円減少したことなどにより、１

０億５千７百万円減少の７６億９千１百万円となりました。

この結果、負債合計は、前連結会計年度末に比べて１０億４千２百万円増加の２６５億７千４百万円

となりました。

（純資産）

純資産合計は、前連結会計年度末に比べて利益剰余金が２１億４千３百万円増加したことなどによ

り、２０億３千７百万円増加の１８８億８千４百万円となりました。

　
(3)  キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間の現金及び現金同等物は２２億１百万円と、期首に比べて３億７千３百

万円の減少となりました。

営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整前四半期純利益が３８億６千５百万円、減価償

却費１０億５千８百万円、売上債権の増加３８億円などにより、１５億３千９百万円の増加（前年同

期は２８億５百万円の増加）となりました。

投資活動によるキャッシュ・フローは、有形固定資産の取得４億６千３百万円などにより、６億５

千２百万円の減少（前年同期は５億４千５百万円の減少）となりました。

財務活動によるキャッシュ・フローは、有利子負債の減少６億６千３百万円、配当金の支払額３億

３千５百万円などにより、１３億４千２百万円の減少（前年同期は３０億５千６百万円の減少）とな

りました。
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(4)  事業上及び財政上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当連結会社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変

更及び新たに生じた課題はありません。

　
(5)  研究開発活動

当第２四半期連結累計期間の研究開発費の総額は５億円であります。

　
(6)  従業員数

当第２四半期連結累計期間において、連結会社又は提出会社の従業員数の著しい増減はありませ

ん。

　
(7)  生産、受注及び販売の実績

当第２四半期連結累計期間において、生産、受注及び販売実績の著しい変動はありません。

　
(8)  主要な設備

当第２四半期連結累計期間において、主要な設備の著しい変動及び主要な設備の前連結会計年度末

における計画の著しい変更はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 160,000,000

計 160,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成23年９月30日)

提出日現在発行数(株)
(平成23年11月10日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 67,299,522 67,299,522
東京証券取引所
市場第一部

株主としての権利内容に
制限のない、標準となる
株式であり、単元株式数
は1,000株であります。

計 67,299,522 67,299,522― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成23年９月30日 ― 67,299,522 ― 5,654,585 ― ―
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(6) 【大株主の状況】

　 　 平成23年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

日産自動車株式会社 神奈川県横浜市神奈川区宝町２ 13,627 20.25

東洋ゴム工業株式会社 大阪府大阪市西区江戸堀１－１７－１８ 8,000 11.88

日本トラスティ・サービス信託銀
行株式会社（信託口）

東京都中央区晴海１－８－１１ 4,837 7.19

SSBT OD05 OMNIBUS
ACCOUNT-TREATY CLIENTS

338 PITT STREET SYDNEY NSW
2000AUSTRALIA

3,271 4.86

GOLDMAN SACHS INTERNATIONAL133 FLEET STREET LONDON EC4A 2BB,UK2,512 3.73

日本生命保険相互会社 東京都千代田区丸の内１－６－６ 1,793 2.66

日本マスタートラスト信託銀行株
式会社（信託口）

東京都港区浜松町２－１１－３ 1,734 2.58

株式会社みずほコーポレート銀行 東京都千代田区丸の内１－３－３ 1,336 1.99

株式会社損害保険ジャパン 東京都新宿区西新宿１－２６－１ 873 1.30

株式会社りそな銀行 大阪府大阪市中央区備後町２－２－１ 815 1.21

計 ― 38,800 57.65

　

(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

　 　 　 平成23年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式 58,000

―
株主としての権利内容に制限のな
い、標準となる株式であり、単元株
式数は1,000株であります。

完全議決権株式(その他)
　
普通株式 66,814,000

66,814 同上

単元未満株式
　
普通株式 427,522

― 同上

発行済株式総数 67,299,522― ―

総株主の議決権 ― 66,814 ―

(注)  「単元未満株式」欄の普通株式には当社所有の自己株式999株が含まれております。
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② 【自己株式等】

　 　 平成23年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
鬼怒川ゴム工業㈱

千葉市稲毛区長沼町330 58,000 ― 58,000 0.09

計 ― 58,000 ― 58,000 0.09

　

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動は、次のとおりでありま

す。

役職の異動

新役名及び職名 旧役名及び職名 氏名 異動年月日

取締役常務執行役員
（管理部部長兼中国事業担当）

取締役常務執行役員
（管理部部長）

小 藥 次 郎 平成23年８月16日
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(平成23年７月１日

から平成23年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成23年４月１日から平成23年９月30日まで)

に係る四半期連結財務諸表について、明和監査法人により四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成23年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,574,988 2,201,375

受取手形及び売掛金 10,995,647 14,772,239

商品及び製品 1,818,561 1,457,627

仕掛品 1,067,789 1,111,702

原材料及び貯蔵品 1,760,870 1,879,499

その他 979,685 1,452,137

貸倒引当金 △70,703 △55,710

流動資産合計 19,126,839 22,818,872

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 5,151,903 4,952,476

機械装置及び運搬具（純額） 3,838,353 3,711,389

工具、器具及び備品（純額） 921,480 723,151

土地 10,379,073 10,382,833

建設仮勘定 157,123 164,985

有形固定資産合計 20,447,934 19,934,836

無形固定資産

のれん 91,751 217,876

その他 406,777 455,086

無形固定資産合計 498,528 672,963

投資その他の資産

投資有価証券 1,822,830 1,501,224

その他 505,166 553,083

貸倒引当金 △21,462 △21,554

投資その他の資産合計 2,306,534 2,032,753

固定資産合計 23,252,997 22,640,552

資産合計 42,379,837 45,459,425
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成23年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 7,125,525 8,481,688

短期借入金 3,359,795 4,055,989

1年内返済予定の長期借入金 2,532,153 2,167,785

未払費用 434,435 723,755

未払法人税等 1,193,970 1,095,192

賞与引当金 806,452 818,353

その他 1,330,902 1,539,988

流動負債合計 16,783,235 18,882,753

固定負債

長期借入金 3,977,330 2,981,622

退職給付引当金 1,664,711 1,679,479

役員退職慰労引当金 201,273 153,330

その他 2,905,801 2,877,429

固定負債合計 8,749,117 7,691,861

負債合計 25,532,352 26,574,614

純資産の部

株主資本

資本金 5,654,585 5,654,585

資本剰余金 621,302 849,597

利益剰余金 8,944,682 11,087,952

自己株式 △33,979 △23,374

株主資本合計 15,186,590 17,568,760

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 7,601 △1,249

土地再評価差額金 2,229,771 2,229,771

為替換算調整勘定 △1,549,342 △1,527,995

その他の包括利益累計額合計 688,031 700,526

少数株主持分 972,863 615,523

純資産合計 16,847,484 18,884,810

負債純資産合計 42,379,837 45,459,425
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年９月30日)

売上高 32,951,719 33,717,642

売上原価 26,110,409 26,603,861

売上総利益 6,841,310 7,113,780

販売費及び一般管理費

荷造及び発送費 535,217 591,939

従業員給料及び賞与 838,944 849,933

法定福利及び厚生費 196,809 195,304

退職給付費用 70,048 70,199

賞与引当金繰入額 147,580 145,211

役員退職慰労引当金繰入額 16,281 21,440

減価償却費 88,558 86,902

賃借料 105,956 95,610

消耗品費 70,932 74,642

のれん償却額 26,421 34,657

その他 860,095 1,023,920

販売費及び一般管理費合計 2,956,846 3,189,762

営業利益 3,884,463 3,924,017

営業外収益

受取利息 4,269 8,100

受取配当金 2,853 2,774

持分法による投資利益 166,634 13,767

固定資産賃貸料 36,174 30,849

助成金収入 － 65,685

その他 71,980 95,065

営業外収益合計 281,912 216,243

営業外費用

支払利息 125,137 81,381

為替差損 70,378 82,441

その他 75,608 59,559

営業外費用合計 271,125 223,383

経常利益 3,895,251 3,916,878
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（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年９月30日)

特別利益

固定資産売却益 2,850 2,818

役員退職慰労引当金戻入額 5,143 －

その他 217 544

特別利益合計 8,210 3,362

特別損失

固定資産除却損 2,609 10,001

割増退職金 63,366 24,758

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 110,427 －

災害による損失 － 17,648

その他 13,815 1,995

特別損失合計 190,217 54,405

税金等調整前四半期純利益 3,713,244 3,865,835

法人税等 1,308,216 1,285,195

少数株主損益調整前四半期純利益 2,405,027 2,580,640

少数株主利益 100,061 101,915

四半期純利益 2,304,966 2,478,724
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【四半期連結包括利益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 2,405,027 2,580,640

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △4,036 △8,524

為替換算調整勘定 △185,500 △9,968

持分法適用会社に対する持分相当額 △40,190 16,720

その他の包括利益合計 △229,727 △1,772

四半期包括利益 2,175,299 2,578,868

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 2,092,415 2,491,511

少数株主に係る四半期包括利益 82,884 87,356
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 3,713,244 3,865,835

減価償却費 1,175,905 1,058,974

のれん償却額 26,421 34,657

貸倒引当金の増減額（△は減少） 1,020 △14,964

退職給付引当金の増減額（△は減少） △29,911 15,206

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 16,218 △47,942

受取利息及び受取配当金 △7,123 △10,875

支払利息 125,137 81,381

有形固定資産売却損益（△は益） △2,798 △2,142

有形固定資産除却損 2,609 10,001

持分法による投資損益（△は益） △166,634 △13,767

売上債権の増減額（△は増加） △2,059,674 △3,800,035

たな卸資産の増減額（△は増加） △416,328 219,412

仕入債務の増減額（△は減少） 611,818 1,358,041

未払消費税等の増減額（△は減少） 63,163 △77,794

その他 324,522 117,757

小計 3,377,591 2,793,747

利息及び配当金の受取額 200,417 213,388

利息の支払額 △124,091 △81,298

法人税等の支払額 △647,935 △1,386,662

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,805,981 1,539,174

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △408,993 △463,219

有形固定資産の売却による収入 4,687 2,709

その他 △141,261 △191,674

投資活動によるキャッシュ・フロー △545,567 △652,184

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △2,113,874 696,194

長期借入れによる収入 1,200,000 －

長期借入金の返済による支出 △1,856,332 △1,360,072

自己株式の取得による支出 △1,181 △304,001

配当金の支払額 △268,526 △335,619

少数株主への配当金の支払額 △10,201 △29,761

その他 △5,973 △9,015

財務活動によるキャッシュ・フロー △3,056,088 △1,342,274

現金及び現金同等物に係る換算差額 △66,247 19,255

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △861,923 △436,029

現金及び現金同等物の期首残高 3,093,018 2,574,988

連結の範囲の変更に伴う現金及び現金同等物の増減
額（△は減少）

－ 62,416

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１
 2,231,095

※１
 2,201,375
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【連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更】
　

当第２四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日  至  平成23年９月30日)

（連結の範囲の重要な変更）

第１四半期連結会計期間より、重要性が増した「KINUGAWA MEXICO,S.A.DE C.V」を連結の範囲に含めており

ます。

　

【会計方針の変更等】
　

当第２四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日  至  平成23年９月30日)

(会計方針の変更)

従来、在外連結子会社等の収益及び費用は連結決算日の直物為替相場により円貨に換算しておりましたが、在外

連結子会社等の重要性が増加傾向にあり、また、一定期間の収益及び費用を換算するにあたり、一時点の為替相場

を用いるより期中平均相場を用いることがより適正な情報開示に資すると判断したため、第１四半期連結会計期

間より、期中平均相場により円貨に換算する方法に変更しております。

なお、当社における決算書類等の文書保存期間は10年と規程されているため遡及適用に係る原則的な取扱いが

実務上不可能であることから、平成13年４月１日より期中平均相場により円貨に換算する方法を適用しておりま

す。

当該会計方針の変更は遡及適用され、前年四半期及び前連結会計年度については遡及適用後の四半期連結財務

諸表及び連結財務諸表となっております。

この結果、遡及適用を行う前と比べて、前第２四半期連結累計期間の営業利益は30,271千円、経常利益は24,822

千円、税金等調整前四半期純利益は24,855千円それぞれ増加しております。また、利益剰余金の前期首残高は

164,552千円増加、為替換算調整勘定の前期首残高は162,859千円減少しております。

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】
　

当第２四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日  至  平成23年９月30日)

税金費用の計算

当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利

益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。

　

【追加情報】
　

当第２四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日  至  平成23年９月30日)

第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び

誤謬の訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号  平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正

に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号  平成21年12月４日）を適用しております。

　

【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成23年９月30日)

１  債務保証

連結子会社以外の会社の金融機関からの借入金に

対して、次のとおり債務保証を行っております。

従業員 37,282千円

１  債務保証

連結子会社以外の会社の金融機関からの借入金に

対して、次のとおり債務保証を行っております。

従業員 40,446千円

２  保証予約

連結子会社以外の会社の金融機関からの借入金に

対して、次のとおり保証予約を行っております。

盛上ゴム工業㈱ 560千円

――――――――――
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※１ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

は、次のとおりであります。

前第２四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年９月30日)

現金及び預金 2,231,095千円

現金及び現金同等物 2,231,095千円

現金及び預金 2,201,375千円

現金及び現金同等物 2,201,375千円

　

(株主資本等関係)

前第２四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年９月30日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年６月25日
定時株主総会

普通株式 268,526 4.00平成22年３月31日 平成22年６月28日 利益剰余金

　
２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　
３．株主資本の著しい変動

株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動はありません。

　
当第２四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年９月30日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月24日
定時株主総会

普通株式 335,619 5.00平成23年３月31日 平成23年６月27日 利益剰余金

　
２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　
３．株主資本の著しい変動

株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ  前第２四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年９月30日)

当社及び連結子会社の事業は、自動車部品等の製造・販売並びにこれらの付随業務の単一セグメント

であるため、記載を省略しております。

　

Ⅱ  当第２四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 　 (単位：千円)

　

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結損益
計算書計上額

日本 米州 アジア 計

売上高 　 　 　 　 　 　

外部顧客への売上高 25,099,9961,801,6506,815,99533,717,642― 33,717,642

セグメント間の内部売上高
又は振替高

1,089,034 ― 191,0001,280,035△1,280,035 ―

計 26,189,0311,801,6507,006,99534,997,677△1,280,03533,717,642

セグメント利益 2,870,2535,1531,047,3833,922,7901,227 3,924,017

(注)１．セグメント利益の調整額は、セグメント間取引に係る未実現利益の消去であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

２．報告セグメントの変更等に関する事項

第１四半期連結会計期間より、会社の経営管理上、地域別にパフォーマンスを重視するようになったた

め、報告セグメントとして記載する事業セグメントを変更しており、「日本」、「米州」及び「アジア」

の３つを報告セグメントとしております。

当該変更に伴う四半期連結累計期間に係る報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関

する情報に与える影響は以下のとおりです。

前第２四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年９月30日)

　 　 　 　 　 (単位：千円)

　

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結損益
計算書計上額

日本 米州 アジア 計

売上高 　 　 　 　 　 　

外部顧客への売上高 25,641,4181,878,4945,431,80732,951,719― 32,951,719

セグメント間の内部売上高
又は振替高

491,386 ― 224,218715,605△715,605 ―

計 26,132,8041,878,4945,656,02533,667,324△715,60532,951,719

セグメント利益 2,771,677115,519998,7613,885,958△1,495 3,884,463

(注)１．セグメント利益の調整額は、セグメント間取引に係る未実現利益の消去であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

EDINET提出書類

鬼怒川ゴム工業株式会社(E01104)

四半期報告書

19/23



　

(企業結合等関係)

当第２四半期連結会計期間(自  平成23年７月１日  至  平成23年９月30日)

共通支配下の取引等

１．株式交換による連結子会社（帝都ゴム株式会社）の完全子会社化

（1）結合当事企業の名称、企業結合の法的形式、取引の概要

・結合当事企業の名称及びその事業の内容

①結合企業     鬼怒川ゴム工業株式会社(当社) (自動車用ゴム及び樹脂製品の製造販売)

②被結合企業   帝都ゴム株式会社（自動車用ブレーキ部品の製造販売）

・企業結合の法的形式

共通支配下の取引等

（株式交換による帝都ゴム株式会社の完全子会社化）

・取引の概要

当社は、67％保有連結子会社である帝都ゴム株式会社を完全子会社化し、同社との間で自動車部

品事業について、更に一体となった機動的かつ柔軟な経営体制のもと、両社がそれぞれ保有する経

営資源を双方が有効に活用し、顧客のグローバル化に迅速に対応していく必要があるとの認識に

至り、平成23年５月12日に同社と株式交換契約を締結し、平成23年８月１日に株式交換を実施しま

した。

（2）実施した会計処理の概要

共通支配下の取引等のうち少数株主との取引

（3）子会社株式の追加取得に関する事項

・取得原価及びその内訳

取得の対価（当社普通株式）    542,933千円

取得に直接要した支出額         30,000千円

取得原価                      572,933千円

・株式の交換比率及びその算定方法

鬼怒川ゴム工業株式会社：帝都ゴム株式会社＝1：0.334

本株式交換の株式交換比率については、当社はＳＭＢＣ日興証券㈱を、帝都ゴム㈱は篠原公認会

計士事務所を第三者算定機関としてそれぞれ選定いたしました。その算定結果をふまえ、両社で真

摯に交渉・協議をした結果、最終的に上記株式交換比率が妥当であるとの判断に至り、合意いたし

ました。

・交付株式数

825,078株

・発生したのれん

のれんの金額は156,787千円であり、償却の方法は均等償却、償却期間は５年であります。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。
　

項目
前第２四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年９月30日)

(1) １株当たり四半期純利益 34円34銭 37円18銭

(算定上の基礎) 　 　

四半期純利益(千円) 2,304,966 2,478,724

普通株主に帰属しない金額 ― ―

普通株式に係る四半期純利益(千円) 2,304,966 2,478,724

普通株式の期中平均株式数(株) 67,129,666 66,674,602

　（注） 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成23年11月10日

鬼怒川ゴム工業株式会社

取締役会  御中

　

明和監査法人

　

代表社員
業務執行社員

　 公認会計士    西    川    一    男    印

　
業務執行社員 　 公認会計士    金    井    匡    志    印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている鬼怒
川ゴム工業株式会社の平成23年４月１日から平成24年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期
間(平成23年７月１日から平成23年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成23年４月１日から平成
23年９月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四
半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸
表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、鬼怒川ゴム工業株式会社及び連結子会社の平
成23年９月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッ
シュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかっ
た。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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